
令和元年度第２回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録 

 

日 時：令和元年 9月 11 日（水）17 時 00 分－ 18 時 00 分 

場  所：キャンパスプラザ京都 第 3会議室 

 

出 席 者：１号委員 加藤、河島、釜井（議長）、木戸 

２号委員 齊藤（正人）、戸田（代理：尾花）、生田、朝位、Netra、平松  

３号委員 飯高、西嶋、渦岡、土屋、倉田、池田、塚原 

４号委員 筆保 

５号委員 三隅 

６号委員 佐藤、畑山、大西 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 橋本（学）、齊藤（憲一郎）（代理：石山）、三浦 

陪  席 南口、福田、大橋 

（敬称略、委員名簿順） 

配付資料： 

資料 1-1 京都大学防災研究所 自然災害研究協議会 委員名簿 

資料 1-2 第２回自然災害研究協議会 出席者名簿 

資料 2  令和元年度第１回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録（案） 

資料 3  本部・各地区部会の活動報告（中間） 

3-1 本部、3-2 北海道地区、3-3 東北地区、3-4 関東地区、 

3-5 中部地区、3-6 近畿地区、3-7 中国地区（口頭報告）、3-8 四国地区、 

3-9 西部地区 

資料 3-1-1 第 56 回自然災害科学総合シンポジウム プログラム 

配付冊子等： 

 自然災害研究協議会パンフレット 

 World BOSAI Forum 

 

・協議会開催にあたり、京都大学防災研究所長・橋本教授より挨拶がなされた。 

・渦岡委員より、文部科学省研究開発局地震・防災研究課の斎藤室長の代理出席の石山様

の紹介があり、石山様より挨拶がなされた。また、戸田委員の代理出席の尾花様、新規

委員の生田委員、平松委員、ならびにオブザーバーとして防災科学技術研究所自然災害

情報室長の三浦様の紹介がなされた。 

 

 

議 事： 

１． 前回議事録の確認（資料２） 



 釜井議長より、議事録（案）の説明があり了承された。 

 

 

２．令和元年度これまでの活動報告および今後の活動計画について（資料３） 

 資料に基づいて、本部および各地区部会より本年度における、これまでの活動報告およ

び今後の活動計画について説明がなされ了承された。 

 

○本  部： 

 ・第 56回自然災害科学総合シンポジウムの開催（2019 年 9 月 11 日（水）） 

キャンパスプラザ京都 第 1講義室 102 名の参加報告。 

・河川災害に関するシンポジウム（2019 年 11 月 4日（月）さいたま市のソニックシテ

ィにて開催予定） 

・本年 8月の九州北部地方の豪雨災害について自然災害研究協議会による突発災害（初

動調査，継続的調査等）調査研究サポートを 2件行う予定 

・データベース SAIGAI について大西委員より進捗状況の報告 

・国際展開調査について池田委員より報告 世界防災研究所連合（Global Alliance of 

Disaster Research Institute (GADRI)）と連携し以下の予定を情報共有 

GADRI Open Discussion Forum（2020 年 2 月または 3月予定）の開催 

    11 月仙台防災フォーラムに GADRI としてセッションを確保予定 

  ・人材データベース 総務担当による確認継続。 

 

○北海道地区： 

・北海道地区第 1回幹事会の実施（令和元年 8月 27 日（火））に開催 

・地区フォーラム 防災フォーラム 2019 釧路を令和元年 9月 20日（金）に開催予定 

・北海道地区センター年次報告書の内容の検討中 

・北海道地区センターが保有する資料のデータベース化に向けた検討 

・地区ホームページの更新 

 

○東北地区： 

・東北地域災害科学研究集会および東北地区部会総会の開催 

（令和元（2019）年 12 月 26（木）～27（金）山形大学） 

 ・ 研究論文集「東北地域災害科学研究」第 56 巻の発刊（2020 年 3 月末を予定） 

 

○関東地区： 

彩の国市民科学オープンフォーラムを令和元年 11月 9 日（土）にラフレさいたまに

て開催予定。参加者は 180 名程度を予定。予算は計画通りに執行予定。 



 

○中部地区： 

・研究成果公開シンポジウムの開催（令和元年 6月 8日（土）三重大学） 

・げんさい楽座のスピンアウト企画の開催 

（岐阜大学地域減災研究センター：げんさい未来塾生が中心となり随時開催） 

・東海圏減災コンソーシアムシンポジウム等の開催（令和元年度内・名古屋大学） 

・減災連携シンポジウムの開催（令和元年 11 月頃予定・名古屋大学） 

・シンポジウム「鋼構造物の最先端耐震技術の現状と今後の課題」の開催予定（令

和元年 11月頃，名古屋工業大学） 

・防災シンポジウムの開催予定（令和元年年 12月 10 日 豊橋技術科学大学） 

・自然災害科学中部地区研究集会の開催予定（令和 2年 3月 7日（土）。 

・自然災害資料センターの活動および自然災害調査・報告活動。 

 

○近畿地区： 

・近畿地区部会メンバー名簿更新（各機関幹事へ依頼済み） 

・新幹事（R1-2）、部会長、部会長補佐、空席となっていた大阪大幹事の決定 

・近畿地区部会幹事会の開催（2回程度） 

・防災関連研究集会の共催（公募中） 

・HPの内容更新（組織体制等更新済）  

 

○中国地区： 

・2020 年 3 月 15 日（日）に広島工業大学で中国地区部会研究発表会を実施予定 

 

○四国地区： 

・突発災害調査として、四国及び周辺で発生した突発災害の調査を迅速に実施予定、

今年度は未実施 

・「令和元年自然災害フォーラム＆第 14回南海地震四国地域学術シンポジウム」 

（令和元年 12月 16 日（月）サンポートホール高松）の開催予定 

・四国地区部会（2020 年 3 月予定，高松市）を実施予定。 

 

○西部地区： 

・西部地区研究発表会（令和 2年 2月 7日（金））開催予定 

・西部地区部会報第 44号の発行と関係機関等への郵送 

・西部地区部会名簿の更新 

 

 



３．今後の予定（第３回自然災害研究協議会について） 

釜井議長より、次回、第３回協議会について、３月 16日（月）と 3月 23日（月）の 2

案の開催候補日時の提案があり、欠席予定者の少ない 3月 16 日（月）14：00 開催日程

が了承された。 

 

 

４．その他 

  ・５月１５日付けメール審議により当該協議会の議長代理として河島委員が釜井議長

より指名され、６月１７日付けで了承された旨、釜井議長から報告があった。 

  ・World BOSAI Forum について佐藤委員より情報提供があった。 

・更新された当該協議会のパンフレットについて渦岡委員より紹介があった。 

  ・防災国体等、防災関連イベント及び災害関連情報について提供があった。 

  ・台風１５号に係る突発災害について、課題・意見等あれば突発災害担当までメール

で出来るだけ早く返信いただきたい、旨説明があった。 

 

 

以 上 


